様式第１号（第４条関係）　　　記入見本
　　令和５年　７月１２日
富田林市自動通話録音装置貸与申込書
富田林市長　様

　自動通話録音装置の貸与を受けたいので、富田林市自動通話録音装置貸与事業実施要綱第４条の規定により、申し込みます。
　なお、審査に必要な私及び同一世帯員に係る住民基本台帳の情報について、市が閲覧することに同意し、関係書類が必要な場合は添付します。
	自動通話録音装置を設置する場所等
	申　込　者
	住　　所
	〒５８４－００３２
富田林市　常盤町１番１号


	
	
	ふりがな
	　ぼうはん　たろう

	
	
	氏　　名
	　防犯　太郎　

	
	
	生年月日
	[bookmark: _GoBack]昭和２３年　　６月　２２日　（　７５歳）

	
	
	連 絡 先
	装置設置電話番号（自宅）
　０７２１－ ２５ －１０００
携帯電話番号
　 ０９０ －※※※※－※※※※

	世帯状況
	□　６５歳以上のみの世帯
☑　日中の在宅者が６５歳以上の者のみとなることが常態の世帯
□　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	世帯構成
（申請者を含む。）
	氏　　名
	続柄
	年齢
	勤務先等の状況

	
	防犯　太郎
	本人
	７５
	無職

	
	防犯　花子
	妻
	７０
	　無職

	
	　防犯　富子
	子
	４３
	　会社員　●●会社で勤務

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


備考
（１）台数に限りがありますので、貸与することができない場合があります。
（２）この申込書は市が貸与することを確約するものではありません。なお、申し込み後に、市で審査の上、貸与・不貸与を決定し、その旨を文書で通知します。
